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＊本稿は，Kothari, Ramanna, and Skinner（2010）“Implications for GAAP from an analysis of positive 
research in accounting,” Journal of Accounting and Economics, Vol.50, pp.246-286.の第 4章から第 5章






議論されてきたものである。Ball et al.（2000）；Ball（1994, 2001）；Benston et al.（2006）；Dye and 
Sunder（2001）；Hail et al.（2010b, c）；Watts（2006）の参考文献を参照せよ。
2）例えば，中国における IFRSへの収斂プロセスは，ほとんどの公正価値会計の利用を排除している
（Ramanna et al., 2010）。






















































































いる（例えば，Ramanna and Sletten, 2009を参照）。























し，会計基準を非排除的であると見なすことは可能である（例えば，Gonedes and Dopuch, 1974; 

































































































































Helpman, 1994; Austen-Smith, 1995）。この研究は捕囚理論と整合的でない実証証拠に従ってい
る（例えば，Kau and Rubin, 1979; Kalt and Zupan, 1984）。規制当局の行動の代替的なモデルの下で，
規制当局は政治的に「イデオロギー」（例えば，）規制の成果は，政治的イデオロギーと規制に
対する利害団体によるロビー活動の影響との組み合わさった結果である（この意味において，規













































































































































































　第 2に，基準設定における政治的干渉の証拠が，米国や世界的に存在している（Watts and 

































































































例えば，流動的な短期投資を処理するときでさえ，当時の CPA審査協会会長William A. Chaseは市場に基
































株式は商品と同等であり，低価法が適用される」と記されている（Chase et al., 1916, p.188-189）。
30）一般的に，財務諸表作成者と利用者は米国 GAAPがより細則ベースである考えており，IFRSがより原則








































































Verrecchia（1991）；Botosan（1997）；Lambert et al.（2007）を参照せよ。Healy and Palepu（2001）は，




































































































34）行動ファイナンス理論の心理学的基礎は，Kahneman and Tversky（1979）；Shefrin and Statman（1994, 
2000）；Shefrin and Thaler（1988）などである。行動ファイナンスに関する心理学研究のサーベイは， 
Hirshleifer（2001）；Daniel et al.（2002）；Lo（2004, 2005）を参照せよ。






38）Ball and Brown（1968）や Kothari（2001）の引用論文を参照せよ。 









































































































































































































































































4.効率的契約パースペクティブ（例えば，Holthausen and Watts, 2001）は，無形資産（とりわ
け内部創設無形資産やのれん）は貸借対照表に通常含められそうにない（第 3章を参照）。初
期の研究（Leftwich, 1983）は，私的契約が純資産の計算からある無形資産を除去するため
に多目的の財務諸表を調整するという概念と整合的であるが，近年の研究（Frankel et al., 
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